
Q.(標準問題精講 2B 例題 13) 

絶対値の場合分けについて、解説の補助をお願いします。 

 

A. 

絶対値を外す際の場合分けについて説明していきます。 

基本的には絶対値の中身が正ならばそのまま、中身が負ならばマイナスをつけて外しま

す。 

つまり、絶対値の中身が正の場合と負の場合で場合分けをして適切に絶対値を外す必要

があります。 

 

（１） 

解答にあるように、まずは二つの√の中身をそれぞれ独立に外します。 

独立な条件を一つの数直線上に表すとそれらを組み合わせた最終的な条件が考えやす

くなります。 

 

よって、上記のように①～③の３つに場合分けされます。 

 

（２） 

（１）と同様に考えます。二つの絶対値を独立に外したうえで、それぞれの条件を同一

数直線上で統合させることがポイントです。 

 

 

（３） 

この問題は、絶対値の外し方というより論理や条件を読み取って処理していくのが難し

いと思います。 



Ｐの条件を満たすすべてのｘについてＱの条件を満たすような範囲を求めるので、「Ｐ

ならばＱ」という構造である必要があります。そのため、Ｑの範囲の中にＰの範囲のす

べてがすっぽり収まっているように aを決めていきます。（Ｐ Ｑ） 

Ｐの条件、｛x|ax≧0かつ 0≦|x|≦|a|｝において、絶対値を外す際、aの正負がポイ

ントになるので、aについて場合分けします。 

 

（ⅰ）aが０のとき→Ｐ、Ｑの条件に a=0を代入する 

x=0ならばｘ≠1を満たしているので適する。 

（ⅱ）aが正のとき 

   aが正と仮定して絶対値を外します。Ｑの範囲が二つの部分に分かれますがどち

らか一方にＰの範囲が完全に収まるようにしなければなりません。1+a＞0より、

Ｑの右側の範囲の始点（1+a）よりもＰの範囲の始点（0）は必ず小さくなるた

め、Ｑの右側の範囲でＰのすべての範囲をカバーすることはできません。そのた

め、Ｑの左側の範囲にＰがおさまるように aの条件を絞っていきます。Ｑの左側

の範囲の最大値＞Ｐの範囲の最大値であればよいので、1-a＞aです。これと、（ⅱ）

の前提である a＞0を合わせて、0<a<
 

 
となります。 

（ⅲ）aが負のとき 

（ⅱ）と同じ手順で aの条件を絞ります。-1<a<0 

 

（ⅰ）（ⅱ）（ⅲ）すべてを合わせて、答えは-1<a<
 

 
となります。 

 

ｘを含む絶対値や√を外す際、x の値によって場合分けすることが多いですが、x 以外

がすべて実数ではなく aなどの文字を含んでいる場合、xの場合分けをするために必要

なこの a について場合分けをする必要が出てきます。機械的に「ｘについて場合分け」

と覚えるのではなく、数直線で表すなどしてイメージをつけられるようにしましょう。 

絶対値は基本的な範囲ではありますが、他の分野の問題で式の処理の途中で登場したり、

センター試験に頻出なテーマでもあります。いろいろなパターンの問題に触れて、正確

に処理できるよう練習しておきましょう。 

 


